
 

 
 
 

1

市ホームページにおける、本市が考える課題と、課題を明確化するための対応イメージを以下に示

す。記載の本市の考えに留意し、より良い解決策を検討していただきたい。 

また、提案事業者の捉えた課題についても解決策の提案を求める。 

 

 

【対応イメージ】 特にスマートフォンにおける利便性向上のため、以下の点を含めた提案が望ま

しい。 

 

 

 

【対応イメージ】 情報へのアクセス性と網羅性を向上させるため、生成 AI 検索などを活用する

ことで、検索機能・情報アクセス性の向上を図る。ただし、生成 AI チャットボット型の検索エンジ

ンやブラウザの生成 AI 検索機能が今後ますます普及していく中で、費用対効果や機能性の高い内容

を提案事業者の専門的な知見から提案すること。 

 

【対応イメージ】 カテゴリーの分類などを再構築し、目的とするページに原則として 1～3 クリ

ック、最大 5 クリック程度でたどり着く階層構造とすること。 

 

 

【対応イメージ】既存データの移行に関し、既存約 36,000 ページを分析・評価し、削除対象ペー

ジの選定・移行計画の構築を提案すること。仕様書上は約 30,000 ページの移行を想定している

が、さらにアクセスログ分析等による精査やユーザビリティの観点から、30,000 ページ以下への

削減案についての提案を期待する。 
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【対応イメージ】学校ホームページの仕組みについて再構築し、更新頻度とページ数のバランス

が取れた構成となることが望ましい。 

 

【対応イメージ】シンプルで見やすく、必要な情報にすぐにアクセスできる、市民の誰もが日常的

に使いやすいホームページのデザインを求める。 

デザインの方向性としては、若年層やスマートフォン利用者を意識した機能的なデザインとしつ

つ、船橋らしさが伝わる提案が望ましい。また、アイコンやイラスト、写真を効果的に活用し、全

ページで一貫性のある洗練されたデザインの実現を求める。 

なお、誰もが使いやすいホームページを実現するため、WEB 版 UD フォントを積極的に導入する

こと。 

 

【対応イメージ】やさしい日本語ページの充実、やさしい日本語変換ツールやふりがな機能を導入

し、外国人や高齢者などにとっても分かりやすいホームページを目指す。 

 

【対応イメージ】ホームページ編集者の利便性を向上させるため、ホームページ各所管課でアクセ

ス数が集計できることや公開前のページも含め QR コード※を作成できることが望ましい。 

※「QR コード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です 

 

【対応イメージ】CMS によるアクセシビリティチェック機能の強化のほか、職員のアクセシビリ

ティに対する意識改善策や、アクセシビリティ対応ガイドライン等の作成などについても積極的に

検討すること。 
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【対応イメージ】大規模災害発生時の対応をはじめとする、あらゆる緊急事態において正確な情報

を即座に分かりやすく提供することができるようなホームページとする。また、庁内のネットワー

ク環境とは別のネットワークから CMS にログインし情報発信ができるような仕組みを提案するこ

と。 

 

【対応イメージ】職員向け研修の負担を軽減するため研修用動画の作成を行う、マニュアルだけで

なく、編集時のよくある疑問点を集約した FAQ を作成するなど。 

 


